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特色ある取組

日本卸電力取引所(JEPX)は電力の売買を行う市場をいくつか開いており, この市場には, 前日(一日前)市場と当日(時間前)市場があリます。
電力需要の予測誤差が確率分布に従うという仮定の下で, 上記の2つの市場での調達価格の期待値を最小化する方法を提案しました [1]。
この方法は [2] として, 2022年に特許登録されました。また, 予測誤差が一般正規分布に従うときに, 本方法による調達が安定的である
ことを示しました [3]。

期待される成果・効果

発電事業者の電力調達コストの削減が可能となります。これにより, 太陽光発電等の再生可能エネルギーの活用が促進されます。
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本調達方法が安定的であることを示す不等式
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